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問
　
題
　
の
　
要
　
黙

　
現
行
の
太
陽
暦
に
多
少
の
修
正
を
加
ふ
る
の
可
否
は
、
一
九
二
．
二
年
の
萬
干
天
文
學
會
に
て
問
題
ミ
な
り
、
夏
に
翌
一
九
二
一
二
年
に
國
際
聯
盟
中

央
局
が
此
問
題
の
た
め
に
周
旋
の
勢
を
執
る
こ
ミ
・
な
っ
た
の
で
、
現
に
野
老
的
の
問
題
ミ
し
て
諸
方
面
に
論
議
さ
れ
て
居
る
。

問
題
の
要
鮎
は

　
　
ω
一
年
を
七
日
宛
の
五
十
二
週
ε
、
　
一
日
（
閏
年
に
は
二
日
）
の
無
週
日
ざ
す
る
こ
ε
。

　
　
②
五
十
二
週
を
九
十
一
日
宛
の
四
季
に
分
ち
、
二
季
を
三
十
日
の
ニ
ク
月
ぐ
」
三
十
一
日
過
闘
ヶ
月
ε
に
分
つ
こ
ざ
。

　
　
㈲
冬
至
の
日
を
以
て
年
の
始
－
こ
す
る
こ
ぐ
」
。

の
三
ク
條
で
あ
る
。
是
等
の
問
題
に
就
て
可
否
を
論
ず
る
前
に
、
一
鷹
斯
の
如
き
問
題
を
生
す
る
に
至
っ
た
來
歴
を
述
べ
て
見
よ
う
。

太

陰

暦

　
七
日
宛
の
週
も
三
十
日
内
外
の
月
も
共
に
太
陰
暦
時
代
の
名
残
り
で
あ
る
。
何
れ
の
國
も
其
古
代
に
於
て
は
、
皆
目
の
重
々
に
よ
っ
て
日
を
歎
ふ

る
太
陰
暦
を
用
ひ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
要
す
る
に
成
る
べ
く
充
分
に
夜
の
月
の
光
を
利
用
せ
ん
ぐ
」
す
る
方
法
に
外
な
ら
ぬ
。
な
ほ
二
十
九
日
傘
の
噌

哺
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二

ク
月
は
少
し
く
長
き
に
失
す
る
の
で
、
或
は
こ
れ
を
四
分
し
、
或
は
こ
れ
を
三
分
し
て
日
を
数
ふ
る
習
慣
も
廣
く
行
は
れ
牝
も
の
で
、
一
ク
月
を
四

分
す
る
方
法
は
西
洋
方
面
に
傳
は
り
て
今
日
ま
で
行
は
れ
て
居
る
週
の
起
源
・
こ
な
り
、
始
め
は
月
の
二
流
の
相
に
直
す
る
の
で
或
は
七
日
の
週
も
あ

り
或
は
八
日
の
週
も
あ
り
不
蓮
績
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
は
月
の
盈
蝕
の
相
よ
り
猫
立
し
て
蓮
綾
的
に
週
日
を
撒
ふ
る
様
に
登
達
し
た
も
の
で
あ

る
。
醤
約
聖
書
の
創
世
記
な
，
ご
ε
見
れ
ば
、
連
綾
的
の
週
が
用
ひ
ら
る
様
に
な
っ
た
の
は
少
く
ミ
も
紀
元
前
八
世
紀
以
前
か
ら
で
あ
ら
う
。

　
剛
ク
月
を
三
分
す
る
方
法
は
東
洋
方
面
に
傳
は
つ
た
旬
で
、
太
陰
暦
の
旬
は
月
の
面
恥
の
相
に
よ
り
、
或
は
十
日
或
は
九
日
で
今
で
も
不
蓮
綾
的

に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
が
、
始
め
旬
の
口
に
附
し
た
る
甲
乙
丙
丁
等
の
十
日
の
名
稽
は
、
早
く
か
ら
旬
－
こ
離
れ
て
蒔
直
的
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。

太

陽

暦

　
農
業
文
明
の
始
り
以
北
、
よ
く
↓
年
四
季
の
癌
化
に
心
慮
す
る
太
陽
暦
を
用
ふ
る
こ
一
こ
の
必
要
を
感
じ
、
こ
れ
か
た
め
に
東
西
洋
品
に
天
文
學
者

の
異
常
な
る
努
力
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
結
果
争
こ
し
て
紀
元
前
五
六
世
紀
頃
に
至
り
て
漸
く
一
年
の
長
さ
が
約
三
百
六
十
五
日
四
分
一
な
る
こ

ミ
を
知
り
、
立
っ
て
ほ
撃
正
し
き
太
陽
暦
を
作
り
得
る
様
に
立
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
太
陰
暦
の
一
ケ
月
の
長
さ
は
至
心
二
九
・
五
三
〇
六
日

な
の
で
、
二
百
三
十
五
ク
月
の
長
さ
が
殆
さ
正
し
く
十
九
年
の
長
さ
に
相
等
す
る
筈
で
あ
る
。

　
こ
の
事
が
知
れ
て
以
來
、
支
那
で
は
、
や
は
り
世
智
に
は
太
陰
暦
を
用
ひ
乍
ら
、
十
九
年
の
間
に
七
の
閏
月
，
郎
ち
李
均
三
十
二
、
三
ヶ
月
目
に

一
の
閏
月
を
置
く
こ
ε
に
し
て
、
太
陽
暦
の
季
節
－
こ
の
調
和
－
こ
保
た
し
む
る
こ
ε
為
し
、
な
ほ
其
間
に
於
け
る
年
毎
の
季
節
の
早
晩
を
一
般
に
明
か

な
ら
し
む
る
九
め
に
、
太
陽
暦
に
よ
る
二
十
四
節
の
時
日
を
年
々
の
暦
に
記
入
す
る
，
こ
い
ふ
方
法
を
用
ひ
九
の
で
、
こ
れ
が
近
年
に
至
る
ま
で
支
那

及
び
我
國
に
用
ひ
ら
れ
て
居
っ
た
所
謂
太
陰
太
陽
暦
で
あ
る
。

　
西
洋
方
面
で
は
、
最
初
に
多
少
の
混
凱
が
あ
っ
た
の
で
、
断
然
太
陰
暦
ε
慶
し
で
純
太
陽
暦
を
用
ふ
る
乙
ぐ
て
し
た
の
が
、
紀
元
前
四
十
六
年
の

シ
ー
ザ
ー
の
改
暦
で
あ
る
。
一
ク
月
の
匿
切
も
最
早
太
陰
月
の
長
さ
に
は
關
係
な
く
，
率
由
時
の
年
始
月
（
今
の
三
月
）
か
ら
始
め
て
交
互
に
三
＋
一

日
（
大
）
、
三
十
こ
口
小
）
ざ
し
、
最
後
の
月
（
今
の
二
月
を
李
年
二
十
九
日
、
閏
年
三
十
日
ミ
し
，
自
分
の
誕
生
月
（
今
の
七
月
目
ε
己
れ
の
名
に
因
ん

で
ジ
ユ
ラ
ィ
、
こ
名
け
た
の
で
あ
っ
た
が
，
次
の
天
子
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
シ
ー
ザ
ー
は
、
自
分
の
誕
生
月
（
今
の
八
月
）
を
又
己
れ
の
名
に
因
ん
で
オ
ー

ガ
ス
ト
ε
名
づ
け
、
同
時
に
蕪
蜂
－
こ
大
（
三
十
一
日
）
の
月
に
改
め
た
の
で
、
從
っ
て
以
下
順
中
り
に
大
小
を
貢
じ
、
な
ほ
一
日
の
不
足
を
最
終
月

（
今
の
二
月
）
か
ら
取
り
、
こ
の
月
を
亡
母
二
十
八
日
、
閏
年
二
十
九
日
・
こ
し
た
の
で
、
月
の
長
さ
は
遽
に
現
今
見
る
如
き
不
揃
な
も
の
ミ
な
っ
た
の

で
あ
る
。
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更
に
又
、
公
け
に
は
断
然
太
陰
暦
を
慶
す
る
こ
、
こ
・
し
た
に
も
拘
は
ら
す
、
宗
教
的
儀
式
や
肚
會
的
習
慣
に
は
全
く
其
跡
を
絶
つ
に
至
り
得
な
い

で
、
今
日
な
ほ
其
不
便
を
感
じ
て
居
る
の
は
、
復
活
祭
及
び
そ
れ
に
關
翻
せ
る
宗
教
的
肚
會
的
行
事
で
あ
る
。

後

活

祭

　
復
活
祭
は
キ
リ
ス
ト
の
復
活
昇
天
を
祝
ふ
意
味
で
廣
く
キ
リ
ス
ト
．
教
國
に
行
は
る
・
祭
で
あ
る
が
、
其
日
取
は
太
陰
暦
こ
週
の
曜
旦
こ
に
よ
っ
て

定
め
る
こ
、
こ
に
な
っ
て
居
る
の
で
誠
に
始
末
が
わ
る
い
。
現
行
の
日
取
は
春
分
後
の
満
月
を
見
て
後
の
日
曜
日
ε
い
ふ
の
で
、
こ
れ
は
紀
元
後
三
二

五
年
二
！
ス
に
於
け
る
長
老
會
議
に
於
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
燃
し
斯
の
如
く
に
日
取
を
定
め
た
理
由
は
、
キ
リ
ス
ト
以
前
よ
り
久
し
く
民
間

に
行
は
れ
て
居
っ
た
、
ユ
ダ
ヤ
の
途
越
飾
の
日
取
を
襲
用
し
た
・
め
な
の
で
あ
る
。

　
實
際
の
春
分
、
實
際
の
満
月
ミ
す
れ
ば
、
其
現
象
が
丁
度
爾
日
の
中
間
に
青
る
場
合
な
¶
ご
に
何
れ
を
取
る
か
に
就
て
疑
義
を
生
じ
易
い
の
で
、
廣

く
一
般
に
行
は
る
、
も
の
「
こ
し
て
は
、
「
定
の
方
法
郎
ち
暦
法
に
よ
り
て
其
日
取
を
推
算
し
得
る
様
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
其
定
め
た

る
暦
法
の
僅
か
の
差
違
が
長
き
時
の
間
に
は
次
第
に
積
り
て
可
な
り
の
大
さ
に
蓬
す
る
様
に
な
る
こ
¶
こ
は
留
れ
難
い
。
一
五
八
二
年
に
至
り
て
暦
法

に
よ
る
推
算
－
こ
實
際
、
こ
の
差
が
、
春
分
の
日
取
に
就
て
は
十
日
、
満
月
に
就
て
は
四
日
の
差
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
訂
正
せ
ん
ミ
し
た
の

が
グ
レ
ゴ
リ
ー
十
三
世
の
改
暦
で
あ
る
。

　
グ
レ
ゴ
リ
ー
暦
を
用
ふ
る
様
に
な
っ
て
か
ら
は
、
．
春
分
は
毎
年
三
月
二
十
日
若
く
は
二
十
一
日
で
、
一
日
以
上
の
差
は
殆
さ
な
い
筈
で
あ
る
が
、

然
し
満
月
ぐ
」
週
噛
こ
に
よ
る
限
り
は
復
活
祭
の
日
取
が
年
々
異
動
す
る
こ
一
こ
は
當
然
で
、
春
分
後
の
満
月
の
早
晩
は
一
ケ
月
程
に
も
及
ぶ
筈
で
あ
る
。

肚
會
的
組
織
が
次
第
に
複
難
ミ
な
り
た
る
近
代
生
活
に
於
て
は
、
復
活
祭
及
び
こ
れ
に
關
挺
せ
る
宗
教
的
杜
會
的
行
事
が
年
に
よ
の
て
嚇
ヶ
月
も
前

後
す
る
の
で
は
其
不
便
は
勘
な
く
な
い
。
是
非
共
復
活
祭
を
し
て
太
陰
暦
よ
り
離
れ
し
む
る
一
こ
同
時
に
、
週
の
曜
日
を
も
年
々
扁
定
せ
し
め
、
斯
く

し
て
年
々
の
復
活
祭
及
び
關
係
行
事
を
↓
催
す
る
こ
ε
の
必
要
は
、
欧
米
諸
國
に
煮
て
は
多
年
來
痛
切
に
感
ぜ
ら
れ
て
居
る
所
で
あ
る
。

週

月

　
週
の
日
取
に
よ
っ
て
日
常
の
仕
事
を
割
振
る
こ
ε
は
、
厭
米
諸
学
に
経
て
は
一
般
に
行
は
れ
て
居
る
の
で
、
年
々
の
週
の
月
経
を
一
定
す
る
こ
ε

の
利
便
の
大
な
る
こ
ε
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
其
影
響
の
最
も
大
な
る
も
の
は
復
活
祭
の
日
取
な
の
で
、
今
回
の
問
題
に
於
て
も
、
表
面
暦
法
の

問
題
－
こ
し
て
の
提
案
は
①
の
如
く
に
週
の
日
取
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ざ
同
時
に
復
活
祭
の
日
取
を
月
の
盈
蝕
ミ
無
關
係
に
す
る
案
が
其
裏
面
に
含

三
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四

ま
れ
て
居
る
こ
・
こ
は
疑
も
な
い
、
無
論
萬
國
天
文
學
會
も
國
際
聯
盟
中
央
局
も
、
こ
の
鮎
に
証
し
て
は
宗
教
關
係
方
面
の
意
向
に
最
大
の
注
意
を
携

ふ
て
居
る
。

　
週
の
日
の
歎
へ
方
は
、
西
洋
方
面
か
ら
印
度
を
経
て
唐
時
代
に
支
那
に
傅
は
り
、
や
が
て
間
も
な
く
心
安
朝
時
代
の
我
邦
に
も
傳
は
つ
た
も
の
で

あ
る
が
，
聴
く
民
間
に
行
は
る
、
に
至
ら
す
、
近
代
に
至
り
西
洋
文
明
の
立
地
ε
共
に
再
び
輸
入
さ
れ
．
今
日
に
於
て
は
幽
く
一
般
に
行
は
れ
て
は

居
る
が
、
然
し
其
利
害
關
係
は
到
底
歓
米
方
面
に
於
け
る
程
深
く
は
な
い
。
ω
の
原
案
の
如
く
に
整
理
す
る
こ
ε
に
は
無
論
賛
成
す
べ
き
で
あ
ら
う

ε
思
ふ
。

　
月
の
長
さ
の
不
揃
な
る
こ
ε
は
前
に
述
べ
た
る
が
如
く
全
く
国
難
な
る
源
因
の
た
め
に
起
つ
た
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
を
②
の
如
く
に
整
理
す
る
こ

¶
こ
に
は
異
存
が
な
い
。
三
十
日
ε
三
十
一
日
－
こ
を
如
何
に
按
排
す
べ
き
か
は
專
門
家
に
一
任
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
な
ほ
扁
歩
を
進
め
て
侮
月
の

週
日
を
揃
へ
る
た
め
に
、
一
年
を
二
十
八
日
宛
の
十
三
ケ
月
に
す
る
一
こ
い
ふ
案
も
あ
る
一
こ
い
ふ
こ
ミ
だ
が
、
十
二
噛
こ
十
三
ε
で
は
利
便
の
懸
隔
姦
だ

し
く
、
到
底
問
題
に
は
な
る
ま
い
ミ
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
始
並
ク
リ
ス
マ
ス

　
現
行
太
陽
暦
の
年
の
始
は
、
特
段
の
意
味
あ
る
時
期
で
は
な
い
が
，
然
し
歴
史
的
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
及
び
冬
至
ミ
密
接
の
關
係
が
あ
る
。

　
一
艦
冬
至
を
祭
り
太
陽
の
回
館
を
喜
ぶ
・
こ
い
ふ
こ
言
は
導
く
北
方
民
族
の
間
に
行
は
れ
た
習
慣
で
あ
る
が
、
北
欧
グ
ル
マ
ン
人
の
此
習
慣
を
受
け

縫
き
、
一
週
間
の
冬
至
祭
の
終
り
た
る
日
を
以
て
年
の
始
・
こ
し
、
夏
に
冬
至
の
一
陽
來
復
－
こ
救
世
主
の
出
現
ε
を
結
び
付
け
て
冬
至
の
日
を
以
て
キ

リ
ス
ト
降
誕
祭
－
こ
定
め
た
の
が
，
現
行
太
陽
暦
の
年
始
及
び
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
取
の
起
源
で
あ
る
。

　
從
っ
て
理
想
的
に
言
べ
ば
，
年
始
－
こ
冬
至
ε
ク
リ
ス
マ
ス
ε
三
者
を
…
致
せ
し
む
べ
き
筈
な
の
で
、
今
回
の
提
案
も
表
町
に
は
㈲
の
如
く
年
始
－
こ

冬
至
こ
の
一
致
の
み
を
唱
へ
て
居
る
が
、
定
め
し
同
時
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
も
一
致
せ
し
む
べ
く
宗
教
關
係
方
面
の
同
意
を
求
め
て
居
る
の
で
あ
ら
う

一
こ
田
心
は
れ
る
。

　
東
洋
方
面
に
於
て
は
古
製
立
春
正
月
を
以
て
理
想
ミ
し
て
居
り
、
現
に
我
邦
の
現
行
太
陽
暦
が
探
用
以
出
塁
に
五
十
年
な
る
に
も
拘
は
ら
す
、
今

な
ほ
新
暦
ε
構
へ
ら
れ
其
普
及
實
行
の
鮎
に
於
て
遺
憾
の
黒
砂
な
か
ら
ざ
る
が
如
き
は
、
要
す
る
に
其
年
始
が
少
し
く
早
す
ぎ
る
た
め
で
あ
ら
う
ぐ
」

思
は
れ
て
居
る
程
な
の
で
，
今
回
の
提
案
の
如
く
に
、
年
の
始
を
更
に
十
日
程
早
く
す
る
・
こ
い
ふ
案
に
は
容
易
に
同
意
し
難
い
。

　
夏
に
思
ふ
に
、
醤
來
の
北
斗
球
の
外
に
，
南
宇
球
や
熱
帯
地
方
を
も
加
へ
た
る
今
日
の
世
界
に
於
て
、
北
牛
球
の
四
季
の
攣
化
に
の
み
都
合
よ
き



様
に
執
着
し
た
る
年
の
始
を
探
照
す
る
ε
い
ふ
こ
・
こ
は
穏
當
で
な
い
。
関
係
の
複
難
な
る
突
声
に
於
て
現
行
の
年
始
を
十
日
程
繰
り
上
げ
る
．
〕
．
、
あ

た
め
に
起
る
べ
き
一
時
的
混
齪
の
甚
だ
し
か
る
べ
き
こ
ミ
は
誰
れ
し
も
夢
想
す
る
所
で
あ
る
が
、
多
大
の
困
難
を
も
冒
し
て
攣
更
す
べ
き
程
の
理
由

は
認
め
難
い
。

結

論

　
今
回
の
問
題
は
必
ず
近
き
將
來
に
實
現
ざ
る
べ
き
具
膣
的
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
署
し
て
私
は
問
題
の
貢
意
義
を
廣
く
普
及
せ
し
む
る
こ
ε
に

努
む
る
マ
」
共
に
、
ω
及
②
に
封
し
て
は
賛
成
、
箇
に
号
し
て
は
反
封
の
意
を
表
し
た
い
ざ
思
ふ
。

5
…

0
今
月
か
ら
星
の
掩
倣
の
回
報
か
掲
げ
る
。
こ
れ
に
星
が
月
に
よ
っ

て
掩
に
れ
る
現
象
で
、
丁
度
掩
に
れ
る
時
刻
ミ
出
現
の
時
刻
定
な
算

禺
し
て
あ
る
Q
一
般
に
、
今
痙
操
用
し
て
ゐ
六
「
天
丈
時
」
匡
よ
さ
れ

て
今
年
か
ら
午
前
0
時
た
一
日
の
起
鮎
亡
す
る
。
起
っ
て
一
九
時
マ
」

に
午
後
七
時
た
云
ふ
の
で
あ
る
。
方
位
ぜ
い
ふ
の
に
月
の
薦
上
か
ら

何
度
離
れ
糞
（
申
心
に
…
封
ず
る
角
度
）
場
所
か
ら
星
が
出
て
過
る
か
た

示
す
も
の
で
あ
る
。

　
望
遠
鏡
お
特
ち
の
方
の
観
潤
が
の
ぞ
ま
し
い
。

　
こ
の
時
刻
に
京
都
大
一
天
丈
墓
に
於
け
る
出
没
時
刻
で
あ
る
が
他

の
揚
戸
で
も
大
し
旗
差
が
な
い
。
（
次
號
を
見
て
下
さ
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
丈
皇
人
）

京都で見える掩徹（一，月）
1

星　　名 光級 入 方位 出 1方位

54おCet三 6．3 1d19h30皿 600 1d20h21’m 1800

μ　　” 4．4 4　16　46 73 4d　17　46 327

64　0rionis 5．7 9　0　17 13 9　　1　34 243

11　　Leonis 6．5 13　　2　52 106 13　4　16 224

海王星 7．7 5　30 29 6　32 261

bVirginis 5．2 15　23　42 178 16　0　52 332

γLibrae 4．0 20　5　17 104 20　6　27 356

五


